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農
作
物
の
作
柄
概
況

　
　
米
の
出
荷
量
は
二
七
％
減

　
　
畑
作
も
全
体
的
に
減
収

◎
稲
作

」
，
今
年
の
米
の
出
荷
量
と
米
質

　
低
温
、
長
雨
…
：
春
か
ら
大
変
苦

労
し
て
き
た
の
で
す
が
、
冷
害
と
い

う
こ
と
で
大
減
収
と
な
っ
た
今
年
の

稲
作
で
し
た
。

　
中
里
村
の
米
の
出
荷
量
と
米
質
に

つ
い
て
、
食
糧
事
務
所
の
検
査
結
果

か
ら
み
る
と
、
次
の
様
に
な
っ
て
い

ま
す
。年
度
検
査
数
量

上
位
等
級

米
比
率

五
十
年

四
九
、
男
俵

九
±
％

五
土
年

曇
、
箋
俵

六
九
6
％

　
こ
の
表
で
み
ま
す
と
、
今
年
は
、

豊
作
だ
っ
た
昨
年
に
比
べ
、
出
荷
量

は
二
七
％
、
上
位
等
級
米
は
二
〇
％

減
っ
て
い
ま
す
。

口
地
帯
別
に
み
た
作
柄
不
振
の
原
因

　
中
里
村
を
三
地
帯
に
分
け
て
み
ま

す
と
、
山
間
地
（
標
高
五
百
米
以
L

）
は
低
温
に
よ
る
稔
実
不
良
、
台
地

（
標
高
四
～
五
百
米
）
は
低
温
に
よ
る

稔
実
不
良
と
穂
い
も
ち
病
の
被
害
、

平
場
（
標
高
四
百
米
以
下
）
は
穂
い

も
ち
病
の
被
害
に
よ
っ
て
、
作
柄
が

悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
こ
の
様
な
作
柄
に
な
っ
た

の
か
。
や
は
り
、
八
～
九
月
の
天
候

が
極
め
て
悪
く
、
い
わ
ゆ
る
冷
害
天

候
に
な
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
ま
す

　
昨
年
の
天
候
が
良
か
っ
た
だ
け
に
、

今
年
は
、
自
然
の
も
つ
力
と
い
う
も

の
の
大
き
さ
を
、
改
め
て
強
く
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
年
と
い
わ
れ
ま
す
。

口
冷
害
天
候
下
で
は
多
収
は
望
め
な

　
い
の
か

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
様
な
冷
害
天
候

ド
で
は
多
収
は
望
め
な
い
か
と
い
い

ま
す
と
、
い
ち
が
い
に
そ
う
と
は
断

定
で
き
な
い
様
に
思
い
ま
す
。

　
そ
の
例
と
し
て
、
中
里
村
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
共
進
会
に
お
い
て
、
九
俵
以

上
と
っ
て
い
る
方
の
あ
る
こ
と
が
そ

れ
を
証
明
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

四
今
年
に
学
ぶ
技
術
的
対
策

D
品
種
…
…
何
と
い
っ
て
も
8
月
2
0

　
日
～
2
5
日
頃
ま
で
に
出
穂
す
る
品

　
種
を
選
ぶ
こ
と
。

働
収
量
目
標
・
－
：
今
後
は
変
動
の
大

　
き
い
天
候
が
予
想
さ
れ
て
い
る
の

　
で
、
八
～
九
俵
位
に
目
標
を
お
い

　
た
、
健
全
な
稲
つ
く
り
を
基
礎
と

　
す
る
こ
と
。

⑳
育
苗
－
…
特
に
機
械
移
植
用
中
苗

　
は
、
低
温
に
あ
う
と
立
枯
病
を
お

　
こ
し
や
す
い
の
で
、
被
覆
資
材
と

　
水
に
よ
る
保
温
に
よ
っ
て
健
苗
を

　
つ
く
る
こ
と
。

幽
田
植
時
期
…
：
阜
く
播
き
、
早
く

　
植
え
て
、
早
く
分
け
つ
を
と
り
、

　
早
く
出
穂
さ
せ
る
こ
と
。

㈲
肥
料
－
…
今
年
の
倒
伏
、
い
も
ち

　
病
の
被
害
は
、
天
候
か
ら
み
て
多

　
肥
で
あ
っ
た
こ
と
に
原
因
し
て
い

　
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

　
珪
カ
ル
、
燐
酸
、
加
里
の
多
用
は

　
必
要
で
あ
る
が
、
窒
素
肥
料
に
つ

　
い
て
は
元
肥
を
少
な
く
し
て
、
天

　
候
と
稲
姿
を
み
な
ガ
ら
追
肥
、
穂

　
肥
を
何
回
か
に
分
け
て
施
す
る
よ

　
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
い
も
ち
病
対
策
…
…
葉
い
も
ち
病

　
か
ら
の
早
め
く
の
防
除
と
薬
剤

　
撒
布
回
数
を
多
く
す
る
こ
と
。

の
水
管
理
…
：
低
温
時
に
は
湛
水
し

　
て
保
温
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
と
い
っ
て
も
中
干
し
を
徹
底
し
て

　
お
か
な
い
と
、
秋
の
機
械
収
穫
が
む

　
つ
か
し
い
の
で
、
こ
の
計
画
も
必
要
。

　
以
上
、
今
年
の
苦
い
経
験
の
中
か

ら
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
技
術
的
事

項
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
、
今
年
の
稲
つ
く
り
を

ふ
り
返
っ
て
、
来
年
の
計
画
を
た
て

る
た
め
の
検
討
材
料
と
し
て
頂
け
れ

ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

◎
搾
（
そ
菜
）

　
今
年
は
、
天
候
不
順
と
い
う
こ
と

で
低
温
多
雨
の
た
め
、
野
菜
類
も
生

育
不
良
、
病
害
虫
蔓
延
な
ど
が
あ
り
、

栽
培
も
む
つ
か
し
い
年
で
あ
っ
た
。

　
中
里
村
の
益
な
野
菜
の
へ
．
年
の
作

付
は
加
工
ト
マ
ト
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

夏
秋
ト
マ
ト
ー
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

夏
大
根
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
収
量
結
果
を
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
面
へ
つ
づ
く
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加
工
ト
マ
ト
で
は
十
ア
ー
ル
当
り
平

均
七
ト
ン
で
前
年
比
八
九
％
。

夏
秋
ト
マ
ト
は
五
・
ニ
ト
ン
で
前
年

比
六
四
％
、
大
根
は
三
、
〇
三
六
本
で

一
〇
二
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
体

的
に
は
大
巾
な
減
収
と
な
っ
た
。

減
収
の
結
論
は
、
大
方
が
天
候
不
良

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
れ
る

が
、
は
た
し
て
そ
の
た
め
ば
か
り
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
。
内
訳
を
の
ぞ
き

な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
因
に
農
協
の
資
料
か
ら
加
工
ト
マ

ト
の
実
績
内
訳
を
み
る
と
、
平
均
収

量
七
ト
ン
、
最
高
一
一
・
六
ト
ン
、

最
低
一
・
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
が

こ
の
最
高
は
か
な
り
の
収
量
水
準
で

あ
り
、
好
天
の
昨
年
度
は
、
八
ト
ン

以
上
の
収
量
を
あ
げ
た
人
は
四
二
％

も
あ
っ
た
の
に
、
今
年
は
皆
無
に
な

っ
て
お
り
、
四
ト
ン
以
下
が
二
八
％

も
あ
る
。
ま
た
、
夏
大
根
は
昨
年
十

ア
ー
ル
当
り
平
均
二
、
九
八
六
本
で

あ
る
の
に
対
し
、
今
年
は
三
、
〇
三
六

本
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぐ
の
作
物

に
よ
っ
て
種
々
で
あ
る
が
、
特
に
作

り
に
く
か
っ
た
果
菜
類
等
に
限
っ
て

み
れ
ば
天
候
の
影
響
が
大
で
あ
っ
た

水
稲
壮
ハ
済
金

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
加
工
ト
マ
ト
で

八
ト
ン
以
上
の
多
収
を
得
た
も
の
が

三
八
％
、
夏
秋
ト
マ
ト
で
は
六
～
八

ト
ン
の
安
定
し
た
収
量
圏
四
〇
％
が

あ
る
の
で
、
反
面
、
こ
れ
を
見
る
と

こ
ん
な
異
常
気
象
年
で
も
、
う
ま
く

つ
く
れ
ば
何
と
か
安
定
し
た
収
量
を

あ
げ
る
こ
と
も
可
能
だ
と
い
え
そ
う

な
気
が
す
る
。

　
う
ま
く
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
い

ろ
い
ろ
な
細
か
い
技
術
の
組
み
立
て

も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
今
年
の
場
合

は
、
特
に
土
づ
く
り
と
病
害
虫
防
除

対
策
が
重
要
で
あ
っ
た
。

　
雨
が
多
く
、
低
温
の
年
は
、
土
壌

は
過
湿
と
な
り
、
肥
料
養
分
は
流
亡

し
、
病
害
が
は
び
こ
る
が
、
有
機
物

の
多
投
は
有
用
微
生
物
に
そ
の
住
家

を
与
え
、
保
水
、
排
水
が
う
ま
く
い

く
た
め
作
物
の
根
の
張
り
も
よ
く
、

環
境
適
応
性
は
増
大
す
る
。

　
適
期
防
除
は
病
害
虫
の
蔓
延
を
お

さ
え
、
経
費
も
少
な
く
、
収
量
も
確

保
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

堆
肥
づ
く
り
や
防
除
は
め
ん
ど
う
な

仕
事
だ
が
、
是
非
と
も
が
ん
ば
っ
て

、
毫
塁
響
｛
｛
｛
8
…
…
蓬
．
9
§
峯
一
9
…
．
黍
…
…
馨
｛
8
…
肇
…
峯
ξ
、
…
…
罷
馨
‘
§
；
零
3
…
茎

五
千
三
百
万
円
を
超
す
み
こ
み

　
冷
た
い
夏
で
推
移
し
た
こ
と
し
の

稲
作
は
、
出
穂
し
て
も
稔
ら
な
い
も

の
、
全
村
に
わ
た
る
い
も
ち
病
の
大

発
生
で
共
済
該
当
面
積
（
標
準
反
収

ー
減
収
量
三
十
％
以
上
）
は
二
二
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
び
、
そ
の
減
収

量
は
二
四
万
四
干
百
K
（
約
四
千
七

十
俵
）
と
な
り
、
そ
の
共
済
金
額
は

五
千
三
百
万
円
余
と
共
済
制
度
史
上

最
高
が
見
こ
ま
れ
、
今
年
の
冷
害
の

深
刻
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
尚
、
村
で
は
、
近
く
議
会
に
こ
れ

を
諮
り
、
年
内
に
共
済
金
を
支
払
い

で
き
る
よ
う
作
業
を
す
す
め
て
い
る

や
り
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
一

　
と
か
く
何
で
も
馴
れ
て
く
る
と
、

基
準
通
り
の
こ
と
を
し
な
く
な
り
易

い
が
、
確
実
に
収
益
を
あ
け
て
ゆ
く

に
は
、
手
抜
き
仕
事
は
禁
物
。

来
年
は
仕
事
の
先
手
を
と
っ
て
適
期

管
理
で
高
収
量
を
手
に
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所
）

瓢、1

璽闘脚u嶺糊髄

一
」
と
し
の
稲
作

大
き
か
っ
た
地
域
差
個
人
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
井
三
郎

　
今
年
の
稲
作
は
水
、
陸
共
に
凶
作

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
陸
稲
、

馬
鈴
薯
、
里
芋
な
ど
は
例
外
で
豊
作

で
し
た
。
今
年
の
水
稲
の
凶
作
の
原

因
は
、
気
象
的
に
み
る
と
冷
夏
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
稲
作
技
術
面

で
の
欠
陥
も
大
き
く
あ
っ
た
。

更
に
稲
作
制
限
と
う
ま
い
米
づ
く
り

を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
農
政
に
も
問

題
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
私
が
勝
手
に
水
稲
新
潟
二
号
を
村

内
に
推
奨
し
た
の
で
、
責
任
上
、
品

種
の
特
性
を
発
揮
し
て
い
る
か
ど
う

か
と
現
場
を
巡
回
し
て
み
ま
し
た
。

併
せ
て
稲
作
概
況
も
把
握
し
た
の
で

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
特
徴

　
農
業
に
地
域
差
、
個
人
差
が
あ
る

水
稲
の
冷
害
被
害
程
度
に
は
著
し
い

地
域
差
、
個
人
差
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
特
徴
は
標
高
五
百
メ
ー
ト

ル
以
上
の
地
域
で
特
に
著
る
し
く
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
原
因
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

二
、
気
象
と
稲
の
生
育

　
数
年
前
か
ら
冷
害
襲
来
が
予
測
さ

れ
な
が
ら
み
ん
な
が
油
断
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
八
月
に
入
っ
て
か
ら
特

に
低
温
、
多
雨
、
日
照
不
足
が
重
な

っ
て
出
穂
が
阻
害
さ
れ
、
出
す
く
み

が
続
き
、
出
穂
が
遅
れ
て
出
穂
限
界

と
い
わ
れ
る
八
月
二
十
日
を
経
過
し

た
地
域
が
多
か
っ
た
。

又
、
出
穂
遅
延
に
よ
っ
て
開
花
受
精

が
阻
げ
ら
れ
、
登
熟
期
も
低
温
で
あ

っ
た
た
め
稔
実
が
不
良
で
し
た
。

三
、
・
叩
種

　
品
種
で
よ
か
っ
た
の
は
「
ト
ド
ロ

キ
ワ
セ
」
。
悪
か
っ
た
の
は
越
路
早

生
、
初
ま
さ
り
（
新
潟
一
号
）
、
五

百
万
石
な
ど
の
よ
う
で
す
。

不
良
気
象
に
対
す
る
自
己
防
衛
は
、

品
種
の
選
択
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

四
、
施
肥

　
地
力
の
あ
る
と
こ
ろ
、
良
質
の
堆

歴
肥
、
珪
酸
、
熔
燐
な
ど
を
多
施
し

た
水
田
は
被
害
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
耳
に
入
る
こ
と
は

q
毎
年
増
施
し
て
き
た
の
で
増
施
し

た
ρ
働
品
種
別
の
施
肥
で
は
な
い
。

⑬
穂
肥
の
や
り
す
ぎ
に
よ
る
生
育
遅

延
と
穂
イ
モ
チ
病
の
激
発
で
す
。

多
肥
し
て
増
収
を
期
待
す
る
農
家
の

気
持
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
充
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

五
、
イ
モ
チ
病
の
防
除

　
今
年
の
「
イ
モ
チ
病
」
は
不
順
天

候
と
多
肥
な
ど
に
よ
づ
で
発
生
し
た

も
の
で
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
収

量
の
個
人
差
の
で
き
た
最
大
の
原
因

で
し
た
。
積
極
的
に
防
除
を
し
た
と

思
い
ま
す
が
、
粉
剤
の
場
合
、
長
雨

に
流
さ
れ
て
薬
剤
の
効
果
が
少
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
長
雨
で
も

粉
剤
と
粒
剤
の
交
互
散
布
の
効
果
は

大
き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
イ
モ
チ
病
」
の
被
害
が
大
き
く
な

ら
な
い
健
康
な
稲
作
り
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
充
分
に
研
究
し
て
み
ま
し

ょ
・
つ
。

六
、
来
年
の
た
め
に

　
収
量
を
引
上
げ
な
い
限
り
経
営
に

役
立
た
な
い
。
し
か
し
、
地
域
差
、

個
人
差
は
作
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
来
年
は
巳
年
で
あ
る
。

凶
作
は
再
来
し
な
い
と
は
い
え
な
い
。

将
来
ず
っ
と
続
く
米
作
、
く
じ
け
ず

に
来
年
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
口
に
い
え
ば
、
今
ま
で
に
確
立

さ
れ
て
い
る
技
術
を
ど
の
よ
う
に
し

て
実
行
す
る
か
に
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
で
に
新
潟
二
号
の
特
性
に
つ

い
て
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
出
穂
期
は
越
路
早
生
程
度
の
早
生

・
つ
る
ち
で
あ
る

○
蘭
ぼ
伸
び
易
く
葉
色
は
淡
い
。

○
穂
長
は
越
路
早
生
並
、
稗
長
は
越

　
路
早
生
よ
り
約
十
㎝
位
短
か
い
。

○
穂
数
は
や
や
少
な
い
中
間
型
。

○
桿
先
色
は
淡
黄
色
で
、
桿
の
太
さ

　
は
中
で
や
や
か
た
く
弾
力
性
が
あ

　
り
倒
伏
に
は
強
い
。

○
下
葉
の
枯
上
り
、
稗
い
た
み
が
極

　
め
て
少
な
く
、
稔
実
熟
色
が
よ
く
、

　
特
に
多
肥
条
件
下
で
も
登
熟
性
が

　
古
同
い
Q

O
い
も
ち
病
耐
病
性
は
葉
、
穂
と
も

　
極
め
て
強
い
。

○
白
葉
枯
病
、
紋
枯
病
は
越
路
早
生

　
よ
り
強
く
、
穂
発
芽
は
越
路
早
生

　
よ
り
早
い
。

○
玄
米
の
粒
形
は
中
長
、
粒
は
越
路

　
早
生
よ
り
も
小
さ
く
小
粒
で
あ
る

○
心
白
、
腹
白
は
極
め
て
少
な
く
、

　
粒
色
は
濃
く
光
沢
に
や
や
富
む
。

○
整
粒
歩
合
が
高
い
。

○
品
質
は
越
路
早
生
よ
り
よ
く
、
食

　
味
は
越
路
早
生
並
で
あ
る
。

○
収
量
性
は
、
穂
数
少
な
く
、
小
粒

　
の
た
め
越
路
早
生
並
で
あ
る
。

○
穂
数
確
保
に
つ
と
め
れ
ば
越
路
早

　
　
よ
り
　
　
と
な
る
の

　
　
　
小
出
生
活
改

　
　
　
倉
俣
教
目
貝
住

　
今
年
七
月
に
着
工
さ
れ
た
小
出
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
去
る
十
一
月
二
十
日
に
そ
の
落

成
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
小
出
部
落
の
清
津
川
の
ほ
と
り
に

建
て
ら
れ
た
こ
の
セ
ン
タ
ー
、
一
階

は
生
活
改
善
実
習
室
（
調
理
室
）
と

保
育
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
小
集
会

．
新
潟
二
号
（
は
な
ひ
か
り
）
は

　
母
　
（
千
秋
楽
×
奥
羽
二
四
五
）
F

　
父
　
ふ
系
六
六
号
を
交
配
し
て
で

　
き
た
品
種
で
あ
る
。

今
年
栽
培
し
て

確
認
し
た
特
性
概
要

○
耐
冷
水
性
極
め
て
彊
い
。

○
出
穂
は
越
路
早
生
よ
り
早
い
（
低

温
で
も
出
穂
が
お
く
れ
な
い
）

○
冷
水
濯
概
地
で
も
完
全
に
近
く
出

　
穂
し
、
稔
実
と
整
粒
歩
合
が
よ
い
。

○
イ
モ
チ
病
に
極
め
て
強
い
。

○
葉
、
穂
共
に
極
め
て
強
く
、
イ
モ

　
チ
の
出
や
す
い
苗
代
あ
と
で
も
多

収
で
あ
っ
た
。

◎
問
題
占
川

　
肥
料
が
多
く
必
要
で
、
栽
培
法
に

よ
っ
て
は
経
済
性
が
問
題
と
な
る
。

耐
肥
性
が
強
く
、
収
量
と
施
肥
限
界

が
不
明
で
あ
る
。

血

善
セ
ン
タ
ー

宅
完
成

室
、
相
談
室
な
ど
で
九
九
・
皿
五
㎡

二
階
は
農
林
漁
業
研
修
室
と
大
集
会

室
で
一
〇
〇
・
二
五
㎡
と
な
っ
て
い

る
。
又
、
十
一
月
十
二
日
に
は
、
倉

俣
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
隣
り
に
二
階

建
て
の
教
員
住
宅
が
完
成
。

八
人
の
先
生
が
居
住
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

田
を
深
く
よ
・
叙
耕
し
て
養
え
ば

祈
ら
ず
と
も
米
や
み
の
ら
ん
（

宮
尊
徳
）
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今
冬
の
除
（
圧
）
雪
計
画

　
A
柔
、
の
村
内
主
要
道
路
の
除
（
圧

）
雪
計
画
が
図
の
通
り
決
ま
り
ま
し

た
。
関
係
機
関
で
は
除
雪
作
業
の
能

率
化
と
安
全
の
た
め
、
住
民
の
皆
様

に
次
の
点
に
つ
い
て
御
協
力
を
よ
び

か
け
て
い
ま
す
。

○
道
路
（
道
路
敷
を
含
む
）
に
工
作

物
の
設
置
（
雪
囲
い
）
は
、
原
則
と

し
て
道
路
法
に
基
き
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
雪
国
の
特
殊
性
に
ょ
り
真
に

止
む
を
得
な
い
も
の
は
、
許
可
申
請

書
及
び
図
面
を
役
場
経
由
で
土
木
事

極！三1渡　冬期除上圧雪路線計画図

　　　　　　　　　　（中里村）

○
幌

　
　
ー
建
設
課
－

務
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
御
迷
惑
で
も
各
戸
に
お
い
て
手

直
し
、
入
口
の
両
側
に
積
上
げ
て
、
ト

さ
い
。

○
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
積
重
ね
整
理

し
、
単
道
部
は
二
車
線
又
は
一
車
線

を
必
ず
確
保
す
る
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
あ
り
ま
す

か
ら
係
員
の
指
示
に
従
い
、
機
械
に

rl

lC
〆

噺
接
近
し
な
い
よ
う
、
特
に
子
供
さ
ん

は
、
絶
対
に
近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
皆

様
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
車
は
車
庫
へ
。
除
雪
対
象
路
線
に
、

自
動
車
を
駐
車
及
び
放
置
し
な
い
で

ド
さ
い
。
待
避
所
も
同
様
お
願
い
し

ま
す
。
特
に
夜
間
駐
車
又
は
放
置
さ

れ
た
が
為
に
事
故
の
原
因
と
な
り
、

又
除
雪
作
業
遂
行
不
能
の
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

O
新
潟
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
第

十
三
条
↓
項
で
、
道
路
に
雪
を
捨
て

る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
か

ら
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
、
部
落
毎
に

一
斉
に
お
ろ
す
よ
う
日
を
｛
疋
め
て
、

上
木
事
務
所
又
は
役
場
建
設
課
と
連

絡
を
密
に
し
て
実
施
し
て
下
さ
い
。
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○
そ
の
他
作
業
上
い
ろ
い
ろ
皆
様
の

ご
協
力
を
要
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
除
雪
に
つ
い
て
の
御
注
意
御
希
望

は
左
記
に
御
連
絡
下
さ
い
。

　
＋
日
町
土
杢
事
務
所

　
　
　
（
電
）
十
日
町
七
ー
五
五
二

中
里
村
役
場
（
電
）
二
五
二

消
費
者
懇
談
△
五

　
　
　
　
　
　
開
か
る

　
中
里
村
食
品
衛
生
協
会
（
会
長

井
日
清
一
）
で
は
、
去
る
十
一
月
二

卜
五
日
、
宮
中
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

と
高
道
山
小
学
校
で
消
費
者
懇
談
会

を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
日
頃
、
村

内
の
商
店
を
利
用
し
て
い
る
消
費
者

の
皆
さ
ん
か
ら
、
消
費
生
活
に
つ
い

て
、
広
く
意
見
、
希
望
な
ど
を
聞
き

な
が
ら
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
、

よ
り
よ
い
消
費
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
料
理
実
習
を
兼
ね
て
行

っ
た
も
の
。
八
．
回
の
懇
談
会
で
は
“

缶
詰
の
マ
ー
ク
の
読
み
方
”
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
缶

詰
と
び
ん
詰
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
ま

す
。か
ん
詰
の
栄
養

　
農
作
物
の
か
ん
詰
は
、
ほ
と
ん
ど

が
収
穫
後
、
短
時
問
で
加
工
さ
れ
ま

す
か
ら
、
た
と
え
ば
、
み
か
ん
の
か

ん
詰
に
は
8
0
％
も
の
ビ
タ
ミ
ン
C
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
脂
質

や
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
も
、
ほ
と
ん
ど

変
化
せ
ず
、
か
え
っ
て
消
化
の
よ
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ん
詰
の
た
べ
ご
ろ

　
特
に
食
べ
ご
ろ
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
果
物
の
シ
ロ

ッ
プ
づ
け
や
魚
の
油
づ
け
な
ど
の
か

ん
詰
は
、
シ
ロ
ッ
プ
や
油
が
中
身
に

し
み
わ
た
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
か
ら
、

○
果
物
の
シ
ロ
ッ
プ
づ
け
は
三
ケ
月

　
以
上

○
魚
の
油
づ
け
は
六
ケ
月
以
上
経
っ

　
た
も
の
が
、
味
が
な
れ
て
お
い
し

　
い
と
さ
れ
ま
す
。

か
ん
詰
の
保
存
期
問

　
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ

で
、
通
常
の
温
度
で
貯
蔵
し
た
場
合

はO
魚
介
類
の
水
煮
、
油
づ
け
、
味
つ

　
け
、
コ
ン
ビ
ー
フ
、
野
菜
水
煮
、

　
米
飯
類
で
は
、
互
年
く
ら
い
。

○
果
物
の
シ
ロ
ッ
プ
づ
け
で
は
四
年

　
く
ら
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
詰
の
保
存
方
法

○
開
け
る
前
…
…
気
温
の
変
化
が
少

な
く
、
湿
気
の
少
な
い
場
所
に
保
管

す
る
こ
と
。
か
ん
は
光
を
通
し
ま
せ

ん
が
、
か
ん
内
の
温
度
が
上
っ
て
品

質
が
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
直
射
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ
に

は
置
か
な
い
よ
う
に
。

○
開
け
た
ら
…
：
開
か
ん
後
の
い
た

み
は
早
い
も
の
で
す
。
す
ぐ
食
べ
る

の
が
原
則
で
す
が
、
保
存
す
る
と
き

は
一
度
火
を
通
し
た
り
し
た
後
、
ガ

ラ
ス
か
陶
器
な
ど
の
清
潔
な
容
器
に

移
し
て
冷
蔵
庫
へ
。

び
ん
詰
は
直
射
H
光
を
避
け
て

　
び
ん
詰
は
か
ん
詰
と
全
く
同
じ
工

程
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
光
線
を

通
す
の
で
変
色
を
お
こ
し
や
す
い
欠

点
が
あ
り
ま
す
。
直
射
日
光
は
避
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
密
閉
の
し
か

た
は
、
ツ
イ
ス
ト
・
オ
ブ
・
キ
ャ
ッ

プ
方
式
が
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
い
真
空
の
下
で
、
キ
ャ
ッ

プ
の
縁
と
び
ん
の
突
出
部
を
か
み
合

わ
せ
て
固
定
す
る
も
の
で
6
0
～
9
0
度

ひ
ね
る
だ
け
で
開
閉
で
き
ま
す
。

　
か
ん
詰
等
、
加
工
食
品
に
は
製
造

年
月
日
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
新
鮮
な
も
の
を
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ー
三
　
プ
　
九
、
　

声

の
年
四
回
（
通
算
老
令
年

金
は
六
、
十
二
月
の
年
二

回
）
の
各
支
払
い
月
に
行

な
わ
れ
、
そ
の
支
払
い
月

に
な
る
と
社
会
保
険
庁
か

ら
受
給
者
の
み
な
さ
ん
が

希
望
し
た
金
融
機
関
へ
自

動
的
に
送
金
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
保
険

庁
で
は
、
引
き
続
き
年
金

を
支
払
い
す
る
た
め
に
は

受
給
者
の
皆
さ
ん
の
生
存

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

現
況
届
と
は
、

め
に
年
一
回
、

金
（
通
算
老
令
年
金
を
含
む
）
を
受

け
て
い
る
人
は
ト
一
万
人
に
も
達
し

ま
し
た
。
こ
の
老
令
年
金
の
支
払
い

よ
4
一
、
く
、
　
　
L
i
、
ヨ

国年通信（6

　
　
　
　
　
　
こ
の
確
認
を
行
う
た

　
　
　
　
　
　
受
給
者
の
皆
さ
ん
か

ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
今

回
は
昭
和
51
年
2
月
協
日
以
前
か
ら

老
令
年
金
又
は
通
算
老
令
年
金
を
受

け
て
い
る
人
達
が
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
一

現況届は忘れずに提出しよう

月
士
五
日
ご
ろ
ま
で
に
社
会
保
．

険
庁
か
ら
受
給
者
の
み
な
さ
ん

に
直
接
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

そ
の
用
紙
に
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
を
記
人
し
（
押
印
を
忘
れ

ず
に
）
中
里
村
長
の
証
明
を
受

け
て
二
月
十
五
日
ま
で
に
確
実

に
社
会
保
険
庁
業
務
課
に
提
出

し
て
下
さ
い
。
現
況
届
が
提
出

さ
れ
な
い
時
は
、
以
後
引
き
続

い
て
年
金
を
支
払
っ
て
よ
い
か

ど
う
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん

の
で
、
現
決
届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
ド
さ
い

ま
た
、
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
に
は

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
て
あ

り
ま
す
し
、
役
場
社
会
課
に
も
一
部

備
え
て
あ
り
ま
す
。


